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議
会
を
円
滑
に
、
ま
た
効

率
的
に
運
営
す
る
た
め
に
設

置
さ
れ
、
議
会
の
運
営
、
議

会
の
会
議
規
則
、
委
員
会
に

関
す
る
条
例
等
の
事
項
、
議

長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項
の

調
査
及
び
議
案
、
陳
情
な
ど

の
審
査
を
行
な
い
ま
す
。

　
　委

員
長　
　

宇
田
川　

亮

副
委
員
長　

星　
　

正
彦

委
員 　
　

  

久
保
田
正
之

委
員　
　
　

栗
田　

幸
則

委
員　
　
　

仲
野　
　

守

委
員　
　
　

原　
　

哲
也

委
員 　
　

  

武
谷　

保
正

○
農
業
委
員

　
　
　
　
　

久
保
田
正
之

○
中
間
市
外
二
ヶ
町
山
田
川 

　

水
利
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

武
谷　

保
正

○
直
方
・
鞍
手
広
域
市
町
村

　

圏
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

川
野　

高
實

　
　
　
　
　

原　
　

哲
也

○
宮
若
市
外
二
町
じ
ん
芥
処

　

理
施
設
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

川
野　

高
實

　
　
　
　
　

栗
田　

幸
則
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臨 時 会

新
し
い
議
会
構
成
決
ま
る

議　

長　

川　

野　

高　

實　

氏　

副
議
長　

久
保
田　

正　

之　

氏　
を
選
出　

議
会
運
営
委
員
会

常 

任 

委 

員 

会

議
会
選
出
監
査
委
員

議
会
推
薦
の
委
員

総
務
文
教
委
員
会

　　

財
政
、人
事
、給
与
、消
防
、

都
市
計
画
、教
育
、上
下
水
道
、

民
生
産
業
委
員
会
に
属
さ
な

い
事
項
に
関
す
る
事
務
の
調

査
及
び
付
託
議
案
、
請
願
な

ど
の
審
査
を
行
な
い
ま
す
。

委
員
長　
　

原　
　

哲
也

副
委
員
長　

田
中
二
三
輝

委
員 　
　

  

熊
井　

照
明

委
員　
　
　

須
山
由
紀
生

委
員　
　
　

星　
　

正
彦

委
員　
　
　

仲
野　
　

守

民
生
産
業
委
員
会

　

厚
生
、
福
祉
、
保
健
衛
生
、

国
民
健
康
保
険
、産
業
、労
働
、

土
木
、
建
設
、
病
院
、
介
護

老
人
保
険
施
設
に
関
す
る
事

務
の
調
査
及
び
付
託
議
案
、

請
願
な
ど
の
審
査
を
行
な
い

ま
す
。

委
員
長　
　

栗
田　

幸
則

副
委
員
長　

岡
﨑　

邦
博

委
員 　
　

  
須
藤　

敏
夫

委
員　
　
　

久
保
田
正
之

委
員　
　
　

武
谷　

保
正

委
員　
　
　

宇
田
川　

亮

　

平
成
23
年
第
3
回
臨
時
会
（
初
議
会
）
が
5
月

2
日
か
ら
5
日
間
（
5
月
3
日
・
４
日
・
５
日
は

休
会
）
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
議
長
・
副
議
長
の

選
挙
を
は
じ
め
、
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
、
一

部
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
任
な
ど
第
15
期
の
議

会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。



③

　
　

ご
あ
い
さ
つ

　

改
選
後
の
初
議
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙

に
よ
り
、
議
長
の
要
職
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
、
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

町
の
財
政
状
況
は
大
変
厳
し
く
、
聖
域
な
き
行
財

政
改
革
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
痛
み
を
受
け
る

人
々
に
は
十
分
な
配
慮
を
求
め
、
改
革
の
プ
ラ
ン
も
提

案
し
、
町
の
財
政
健
全
化
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
現
場
主
義
を
貫
き
、
鞍
手
町
に
住
ん
で

良
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
安
心
・
安
全
・
希
望
の
街
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
で
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

１．年　齢
２．住　所
３．電話番号
４．職　業
５．政党名
６．当選回数

　

今
回
の
町
議
会
議
員
選

挙
で
当
選
さ
れ
た
議
員
の
皆

さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
（
あ
い
う
え
お
順
）

私
の
抱
負

議長　川
か わ の

野　高
た か み

實
１．６５歳
２．新北２４５５－１
３．４２－５３６１
４．無職
５．公明党
６．４回

  

東
日
本
大
震
災
の
被

災
者
支
援
と
と
も
に
、

原
子
力
発
電
所
の
総

点
検
と
見
直
し
、
公
共

施
設
の
耐
震
化
な
ど
、

防
災
の
鞍
手
町
の
た

め
に
頑
張
り
ま
す
。

　

ま
た
、
暮
ら
し
と
営

業
を
応
援
し
、
福
祉

最
優
先
の
鞍
手
町
と

な
る
よ
う
、
ゴ
ミ
袋
・

国
保
税
・
介
護
保
険
料

の
引
き
下
げ
と
子
ど

も
の
医
療
費
無
料
化
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
の
実
現
に
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。

宇
う た が わ

田川　亮
あきら

１．４７歳
２．中山３１６９－１６
３．４２－８０７８
４．企業組合理事
５．日本共産党
６．６回

  

鞍
手
町
は
急
激
な
人

口
の
減
少
、
Ｊ
Ｒ
鞍
手

駅
周
辺
の
開
発
や
旧

宮
本
学
園
跡
地
の
再

利
用
、
水
害
常
襲
地
帯

の
解
消
な
ど
多
く
の

課
題
が
未
解
決
の
ま

ま
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
解

決
の
た
め
に
、
私
は
他

の
議
員
や
行
政
と
議

論
を
交
わ
し
、
住
民
の

立
場
に
立
ち
、
町
民
皆

様
の
利
益
に
つ
な
が

る
よ
う
議
会
で
積
極

的
に
発
言
し
て
ま
い

り
ま
す
。

岡
おかざき

﨑　邦
くにひろ

博
１．５６歳
２．中山２７６８－９７
３．４２－１６１３
４．整骨院院長
５．無所属
６．４回

  

私
は
、
鞍
手
町
が
創

造
活
力
魅
力
あ
る
町

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

鞍
手
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
完
成
し

ま
し
た
。
近
く
遠
賀
川

渡
架
橋
が
完
成
の
予

定
で
す
。
町
の
公
共
交

通
基
盤
が
充
実
さ
れ

ま
す
。

　

こ
れ
ら
交
通
網
を

活
か
し
経
済
活
動
を

積
極
的
に
行
な
い
企

業
誘
致
、
商
工
業
、
農

業
振
興
と
若
者
が
育

つ
鞍
手
町
に
す
る
た

め
に
頑
張
り
ま
す
。

久
く ぼ た

保田　正
まさゆき

之
１．６９歳
２．中山６２４－３
３．４２－３３２２
４．農業
５．無所属
６．３回

  

鞍
手
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
開
通
や
遠
賀
川

渡
架
橋
の
建
設
と
明

る
い
材
料
は
あ
り
ま

す
が
、
財
政
的
に
厳
し

い
状
況
下
で
す
。

　

私
は
、
鞍
手
町
が

「
明
る
く
、
活
力
の
あ

る
住
み
よ
い
町
」
に
な

る
よ
う
、
健
全
財
政
の

確
立
、
農
業
・
商
業
・

工
業
の
活
性
化
、
定
住

人
口
の
促
進
、
福
祉
の

充
実
、
地
産
地
消
の
促

進
の
五
つ
の
目
標
に

向
か
っ
て
、
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

熊
く ま い

井　照
てるあき

明
１．６０歳
２．古門７５９－１
３．４２－４５９８
４．無職
５．無所属
６．１回
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鞍
手
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
や
遠
賀
川
渡
架

橋
な
ど
新
た
な
社
会

基
盤
整
備
を
活
か
し
、

企
業
誘
致
、
住
宅
誘

地
を
推
進
し
、
定
住
で

き
る
町
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
と
町

民
の
皆
様
が
一
体
と

な
っ
た
協
働
の
町
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

住
民
本
位
の
安
心
・

安
全
な
町
づ
く
り
の

た
め
に
頑
張
る
決
意

で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

栗
く り た

田　幸
ゆきのり

則
１．６３歳
２．中山１６７２－１
３．４２－２１７１
４．農業
５．無所属
６．２回

  

皆
さ
ま
の
ご
支
援
で

初
め
て
議
会
に
送
り

出
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

初
心
を
忘
れ
ず
、
元

気
・
や
る
気
・
本
気
の

決
意
で
町
政
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
声
を
大

切
に
し
、
本
当
に
住

ん
で
よ
か
っ
た
と
言

え
る
町
づ
く
り
と
頑

張
っ
た
人
が
報
わ
れ

る
鞍
手
町
の
た
め
に
、

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

須
す ど う

藤　敏
と し お

夫
１．５７歳
２．八尋１１２５
３．４２－０７３４
４．農業
５．無所属
６．１回

  

皆
様
の
大
き
な
ご
支

援
で
、
新
人
と
し
て
議

会
に
送
り
出
し
て
い

た
だ
き
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、
障
害
者
や

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の

生
活
や
就
労
を
助
け
、

応
援
す
る
草
の
根
の

活
動
を
続
け
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
町
民
の
皆

様
の
福
祉
・
く
ら
し
最

優
先
の
町
政
を
目
指

し
、
ク
リ
ー
ン
で
不
正

の
な
い
町
づ
く
り
に

望
む
決
意
で
す
。

須
す や ま

山　由
ゆ き お

紀生
１．６０歳
２．八尋１６８６－３１
３．４２－６８０７
４．団体職員
５．日本共産党
６．１回

  

鞍
手
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
、
遠
賀
川
渡
架
橋

完
成
で
町
の
活
性
化

を
計
る
に
は
、
住
宅
・

工
場
の
誘
地
は
無
論

で
す
が
、
町
の
拠
点
と

な
る
商
業
施
設
の
誘

地
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
教
育
の
重
要

性
を
鑑
み
、
適
度
の
切

磋
琢
磨
と
施
設
設
備

の
充
実
を
計
る
環
境

作
り
が
必
要
と
思
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
小
・

中
学
校
の
統
廃
合
に

も
努
力
し
た
い
。

武
た け や

谷　保
やすまさ

正
１．７２歳
２．木月１２２９
３．４２－３６６０
４．無職
５．無所属
６．４回

  

大
切
な
一
票
を
多
く

の
町
民
の
皆
様
方
に

投
じ
て
頂
き
ま
し
た

こ
と
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

左
の
胸
に
付
け
さ

せ
て
頂
い
た
「
議
員

バ
ッ
チ
」
に
は
多
く
の

町
民
の
皆
様
方
の
ご

指
示
と
期
待
の
証
で

あ
る
と
重
く
受
け
止

め
、「
鞍
手
町
の
た
め

に
」、「
皆
様
方
の
た
め

に
」
行
政
と
の
架
け
橋

と
し
て
誠
心
誠
意
努

力
し
て
参
り
ま
す
。

田
た な か

中　二
ふ み き

三輝
１．５０歳
２．中山３３００－３
３．４２－３７０１
４．会社員
５．無所属
６．３回

  

現
在
、
大
変
危
機
的

な
状
況
の
町
財
政
を

鑑
み
た
時
、
行
政
と
議

会
が
一
丸
と
な
り
町

民
の
皆
様
が
望
む
元

気
で
活
力
の
あ
る
鞍

手
町
を
創
造
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

議
員
と
し
て
の
職

務
遂
行
に
徹
す
る
と

同
時
に
議
員
の
職
責

で
あ
る
チ
ェ
ッ
ク
機

能
を
存
分
に
発
揮
し
、

町
に
山
積
す
る
数
多

く
の
諸
問
題
に
向
け

全
力
で
取
り
組
み
ま

す
。

仲
な か の

野　守
まもる

１．６４歳
２．木月１２８７－１
３．４２－５０８８
４．会社役員
５．無所属
６．４回
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こ
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
住
み
た
い
元
気

の
あ
る
豊
か
な
町
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
の
統
廃

合
、
農
業
後
継
者
の
育

成
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
の
住
民
福
祉

の
充
実
、
企
業
誘
致
に

よ
る
若
年
労
働
者
の

確
保
と
町
内
定
住
化

を
図
り
、
西
川
河
川
の

改
修
を
推
進
、
交
通
網

の
整
備
の
充
実
な
ど
、

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

原
はら

　　哲
て つ や

也
１．６９歳
２．新北８２
３．４２－０３４５
４．農業
５．無所属
６．２回

  

変
化
の
時
代
の
中
に

あ
っ
て
、
世
界
中
が
、

日
本
が
新
し
い
時
代

を
生
き
ぬ
く
に
は
、
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
を

模
索
し
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
時
代
だ
か

ら
こ
そ
確
か
な
街
の

将
来
像
を
皆
さ
ん
と

共
に
考
え
、
知
恵
を
出

し
合
い
、
力
を
あ
わ
せ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

私
は
議
員
と
し
て
、

そ
の
責
任
を
全
う
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
ま
す
。

星
ほし

　　正
まさひこ

彦
１．５７歳
２．小牧２３３３－８９
３．４２－５４３３
４．会社員
５．無所属
６．４回

　　　　　　　　　　　　議　員　名

　
委　員　会　名

　

川
野　

高
實

　

久
保
田
正
之

　

原　
　

哲
也

　

田
中
二
三
輝

　

仲
野　
　

守

　

星　
　

正
彦

　

須
山
由
紀
生

　

熊
井　

照
明

　

栗
田　

幸
則

　

岡
﨑　

邦
博

　

宇
田
川　

亮

　

武
谷　

保
正

　

須
藤　

敏
夫

　鞍手町立病院事業運営協議会 ○ ○

　防災会議 ○ ○

　水防協議会 ○ ○

　行財政改革推進委員会 ○ ○

　民生委員推薦会 ○

　次世代育成支援行動計画策定委員会 ○

　国民健康保険運営協議会 ○ ○

　環境審議会 ○ ○

　農政推進会議 ○ ○

　工場等設置奨励審議会 ○ ○

　地域公共交通会議 ○

　地域公共交通活性化協議会 ○

　都市計画審議会 ○ ○

　土地開発公社理事◎監事○ ◎ ○ ◎

　西川改修期成同盟会評議員 ○ ○ ○ ○ ○ ○

　人権週間鞍手町実行委員会 ○

　人権・同和教育研究協議会社会部会代表委員 ○

　奨学生選考評議員会 ○ ○

　水道水質改善検討委員会 ○ ○ ○

　社会福祉協議会学識経験者（理事）推薦委員 ○

⑤ 平成 23 年 5 月 31 日発行　鞍手町議会だより　№ 90



▼
平
成
23
年
4
月
24
日
に

実
施
さ
れ
た
町
議
会
議
員

選
挙
で
13
人
の
議
員
が
当

選
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
２
日
の
初
議
会
に

出
席
さ
れ
た
議
員
は
、
自

ら
の
抱
負
を
新
た
に
町
政

に
対
す
る
厳
し
い
表
情
も

か
い
ま
見
ら
れ
ま
し
た
。

▼
連
日
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
っ
て
被
災
さ
れ
た
地

域
の
情
報
が
報
道
さ
れ
る

中
、
自
然
の
力
の
前
に
人

知
は
余
り
に
も
無
力
と
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
化

と
言
う
視
点
か
ら
原
子
力

発
電
所
が
建
設
さ
れ
た
が
、

文
明
に
よ
る
二
次
災
害
が

引
き
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
は
社
会
イ
ン
フ
ラ

を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
面

に
痕
跡
を
残
し
ま
し
た
。

　

被
災
地
の
一
日
も
早
い

復
興
を
切
に
望
み
ま
す
。 記

後

集

編

議会を傍聴しませんか
受付は、当日議会事務局で行います。
不明な点は、お尋ね下さい。

次回は、６月議会です。
議会事務局 ４２－２１１１（内線 ３３１）

　　　　　野外で思い出づくり
　5月 3 日、大谷自然公園で南陵塾の子どもたちやその保護者が集まってカレーづくりやゲームなどレク
リエーションが行われました。初めて料理を作る子どもたちも見受けられ、その様子は真剣そのものです。 
子どもたちにとって楽しい思い出になったと思われます。

表紙の紹介

　鞍手町議会は東日本大震災で被災
された方々の生活の安定と復興の一
助として全国町村議会議長会を通じ
て義捐金を送金しました。


